
 

(4)  定点把握対象五類感染症の概況 

ア  患者定点について（表－３／ｐ.３５、京都市感染症発生動向調査事業指定届出機関（定点）名簿／ｐ.１５９～１６２） 

定点把握対象五類感染症の発生状況を届出る「指定届出機関（定点）」は、インフルエンザ定点、小児科定点、眼科定点、

性感染症定点および基幹定点の５種類からなっており、診断した患者数を週又は月単位で報告することになっている。 

 令和３年１２月末の定点数は、インフルエンザ定点６９、小児科定点４３、眼科定点１０、性感染症定点１３、基幹定点１である。 

行政区別定点数 （令和３年１２月末現在） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ   年間報告数、定点当たり報告数の推移（表－４－１～５－２／ｐ.３６～３９、図－１～２／ｐ.６５) 

    (ｱ)  インフルエンザ定点 

インフルエンザの年間定点当たり報告数は、０.１６（１１例）であった。インフルエンザについての詳細は、 

「(2) イ  令和３年 インフルエンザのまとめ」（ｐ.３）を参照。 

     (ｲ)  小児科定点 

小児科定点からの１０感染症の年間総報告数は１３,０７４例、年間定点当たり報告数３０４.０５で、過去１０年間（平成２３年か

ら令和２年まで）の定点当たり報告数では、令和２年の次に少なかった。上位５感染症は、感染性胃腸炎、ＲＳウイルス感染

症、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、手足口病、ヘルパンギーナの順となり、小児科定点全体の９１.４％を占め、最も多い感

染性胃腸炎は、５１.３％を占めていた。 

また、過去５年間(平成２８年から令和２年まで)の平均値（過去５年平均値）より多い感染症は、１０感染症中ＲＳウイルス感

染症のみで、過去５年平均値の２.２９倍であった。 

  

行政区＼定点 インフルエンザ 小児科 眼科 性感染症 基幹 

北 ７ ４ １ １ ― 

上京 ５ ３ １ １ ― 

左京 ７ ４ １ １ ― 

中京 ５ ３ ２ ２ １ 

東山 ３ ２ ― １ ― 

山科 ７ ５ １ １ ― 

下京 ３ ２ ― １ ― 

南 ５ ３ ― １ ― 

右京 ８ ５ １ １ ― 

西京 ８ ５ １ １ ― 

伏見 １１ ７ ２ ２ ― 

合計 ６９ ４３ １０ １３ １ 



 

インフルエンザ定点及び小児科定点把握対象感染症の報告数 

 

 感染症名    報告数(例) 定点当たり報告数 
定点当たり報告数の 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

 インフルエンザ １１ ０.１６  ０.００ （０.００） 

 ＲＳウイルス感染症 ２,０１５ ４６.８６  ２.２９ （２１.２１） 

 咽頭結膜熱 ３０５ ７.０９  ０.４８ （１.０２） 

 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 １,３４６ ３１.３０  ０.５３ （０.６８） 

 感染性胃腸炎 ６,７１２ １５６.０９  ０.６１ （１.６３） 

 水痘 １８６ ４.３３  ０.３３ （０.５５） 

 手足口病 １,２１７ ３.３７  ０.５７ （８.３９） 

 伝染性紅斑 １１ ０.２６  ０.０２ （０.０８） 

 突発性発しん ５６６ １３.１６  ０.７５ （０.８３） 

 ヘルパンギーナ ６５５ １５.２３  ０.８１ （４.３１） 

 流行性耳下腺炎 ６１ １.４２  ０.１２ （１.４５） 

 合計 １３,０７４ ３０４.０５  ― 

 

    (ｳ)  眼科定点 

 眼科定点から急性出血性結膜炎の報告はなかった。流行性角結膜炎の年間総報告数は５０例、年間定点当たり報告

数５.００、定点当たり報告数の過去５年平均値との比０.２９、前年比０.６８であった。 

 

眼科定点把握対象感染症の報告数 
 

 感染症名  報告数(例)  定点当たり報告数 
定点当たり報告数と 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

 急性出血性結膜炎  ０  ０.００ ― 

 流行性角結膜炎  ５０  ５.００  ０.２９ （０.６８） 

 合計  ５０  ５.００  ― 

 

    (ｴ)  性感染症定点 

性感染症定点からの４感染症の年間総報告数は４０１例であり、その内訳は、性器クラミジア感染症２２４例、性器ヘルペ

スウイルス感染症１０４例、尖圭コンジローマ２６例、淋菌感染症４７例であった。前年比は、性器クラミジア感染症 １.１４、性

器ヘルペスウイルス感染症 １.１３、尖圭コンジローマ １.２４、淋菌感染症０.９８であり、性器クラミジア感染症及び性器ヘル

ペスウイルス感染症、尖圭コンジローマが前年よりも増加した。 

 

  



 

性感染症の報告数 
 

 感染症名  報告数(例) 定点当たり報告数 
定点当たり報告数と 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

 性器クラミジア感染症  ２２４ １７.２３  ０.９８ （１.１４） 

 性器ヘルペスウイルス感染症  １０４ ８.００  １.０８ （１.０８） 

 尖圭コンジローマ  ２６ ２.００  ０.７６ （１.２４） 

 淋菌感染症  ４７ ３.６２  １.１４ （０.９８） 

 合計  ４０１ ３０.８５  ― 

 
    (ｵ)  基幹定点 

 基幹定点対象感染症は８感染症であるが、報告はなかった。 

 

ウ  月別の報告状況 （表－６－１～表－１０／ｐ.４０～４８、図－３／ｐ.６６～６７） 

感染症発生動向調査における令和３年の報告週対応表は、＜表－１／ｐ.２８＞に示すとおりである。また、週単位で報告さ

れる感染症の月別集計は、対応表に基づいて行っている。 

 インフルエンザ定点におけるインフルエンザの月別定点当たり報告数は、１月（０.０４）、２月（０.０４）、３月(０.０３)の順となった。 

 小児科定点における対象感染症の月別定点当たり報告数は、１２月及び１１月、５月の順で多かったが、最大でも１箇月あた

り３例であった。感染症別報告数の月別１位は＜表－１０／ｐ.４８＞に示すとおり、６月及び７月はＲＳウイルス感染症、その他

の全ての月において感染性胃腸炎であった。 

 眼科定点及び性感染症定点における対象感染症の月別の報告数は、＜表－６－２／ｐ.４１＞に示すとおりである。 

 

    エ  年齢階級別の報告状況（表－１１－１～１４－２／ｐ.４９～５６、図－４／ｐ.６８、６９） 

インフルエンザ定点における年間総報告数の年齢階級別割合は、０～４歳が４例で最も多く、全１１例中の２７.３％を占めた。 

小児科定点における年間総報告数の年齢階級別割合は、１歳が最も多く２５.８％を占め、以下、２歳 １８.９％、３歳 １０.９％

の順であり、４歳以下が総報告数の７３.１％を占めた。 

小児科定点における年齢階級別の感染症別報告数は、０～５箇月を除く年齢階級で感染性胃腸炎が１位（０～５箇月はＲＳ

ウイルス感染症が１位）であり、２位は、０～５箇月では感染性胃腸炎、６箇月～１１箇月及び１～３歳ではＲＳウイルス感染症、

４歳以上ではＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎であった。 

眼科定点における年間総報告数の年齢階級別割合は、２０～２９歳が３２.０％と最も高く、次いで、３０～３９歳が２２.０％、

７０歳以上が１６.０％の順であった。 

性感染症定点における年間総報告数の年齢階級別割合は、２０～２４歳が２７.９％、２５～２９歳が１９.５％、３０～３４歳が

１４.５％の順であった。 

 

 オ  行政区別の報告状況 

行政区別の報告数、行政区別の定点当たり報告数、感染症別の行政区別割合及び行政区別の感染症別割合は、 

＜表－１５－１～１８－２／ｐ.５７～６４＞に示すとおりである。 


